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にのみや気候市民会議（第１回）実施結果 

 

  日 時：令和６年５月 19日（日） 午後１時 30分から午後 4時 30分 

  場 所：生涯学習センターラディアン ホール（講演会） 

      ミーティングルーム 2（意見交換会） 

  参加者：31名 

      町 民 24名 

      町職員６名 

      事業者１名（柳川乳業株式会社） 

  講 師：江守正多氏（東京大学未来ビジョン研究センター教授） 

 

１．概要 

  第１回のにのみや気候市民会議は、一般来場者も参加可能な「講演会」（午後

１時 30分から午後３時）と、にのみや気候市民会議の参加者のみで行う「意見

交換会」（午後３時 15分から午後４時 30分）に分かれて行った。 

  「講演会」は、「（仮称）にのみや気候市民会議キックオフ講演会」と題し、

例年同時期に開催している環境イベント「エコフェスタにのみや」のメインイベ

ントとして行った。講演内容については、「気候変動の全体像について」をテー

マに地球温暖化研究の第一人者として、世界中でご活躍されている二宮町ご出身

の江守正多氏に講演いただいた。 

 

２．講演会 

 

２-１．町長挨拶（要旨） 

  気候変動問題を自分事として捉え、対策に取り組んでいくための意思表明とし

て、昨年 5月に町民と行政が一丸となって気候非常事態宣言を発出させていただ

いたところです。 

  今年度、新たに立ち上げます気候市民会議では、気候変動対策に取り組んでい

く上で具体的な取り組みを市民提案としてご提案いただきます。 

  この気候市民会議を１つの契機に皆様と共に、気候変動対策に対し行動を起こ

していきたいと思います。本日はよろしくお願いいたします。 

 

２-２．町民有志団体による活動報告 

  町民有志団体（環境づくりフォーラム 地球会議チーム）により、昨年の二宮町

気候非常事態宣言の発出から、気候市民会議の立ち上げまでの軌跡の説明を行っ

た。 
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  ※活動報告の内容については、「町民有志団体による活動報告スライド」を参

照 

２-３．講師による基調講演 

  テーマ：気候変動の全体像について 

  ※基調講演の内容については、「基調講演スライド」を参照 

 

３．意見交換会 

 

３-１．事務局説明 

  ・気候市民会議について 

  ・ガイダンス（今後のスケジュール、町の概況） 

※説明の内容については、「意見交換会スライド」を参照 

 

３-２．話し合い 

  ・自己紹介 

   自己紹介シートを使い、グループごとに自己紹介を行った。 
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  ・会議名称の投票 

  下図の事務局で用意した３つ名称に加え、当日に出た「にのみや町民気候会

議」の４つの中から、強みや弱みを意識し、投票を行った。 

  ・町の特色について 

   町の概況のデータを基に、町の特色について話し合いを行った。 

  



4 

 

3-3．発表 

  「町の特色についての話し合い」で、話し合った内容についてグループごとに

発表を行った。 

  ※下の写真は話し合いの際に使った模造紙です。 

 

  【Aグループ】 

   二宮町は、可燃ごみに水分が多いという問題があることから、水分をひとし

ぼりすることやコンポストを使うと良いと思う。 

   二宮町は、家庭部門の CO2排出が多いことから、冷暖房の利用を控えるなど

の省エネを行うことが必要だと思う。 

   二宮町は、コミュニティバスの利用者が増加していることから、便数を増や

すと良いと思う。 
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  【Bグループ】 

   二宮町は、子どもから高齢者までの繋がりが深いという特徴があることか

ら、町全体での取り組みを行いやすいと思う。 

   二宮町は、ごみ分別区分の項目が細かいことから、町民の分別への意欲が高

いと思う。 

 
  【Cグループ】 

   二宮町は、自然が豊かで空気が綺麗なことや人がのほほんとしていて温かい

人が多いと感じる。人の繋がりを活かすことで CO2削減に町全体で取り組める

と思う。 
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  【Dグループ】 

   二宮町は、海・山・川等の遊び場が多いことから、それらを活かした取り組み

を進めると良いと思う。 

   炭焼き会という環境団体が、里山を整備し木炭を作る活動をしている。この団

体の活動を活かした取り組みが町できると良いと思う。 

   二宮町は、大型スーパーが固まった位置にあることから、リアカー販売や自動

販売機での販売を増やすことで生活しやすくなると思う。 
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  【Eグループ】 

   弱みと良い所、ゆれ動いているところの３つでカテゴリーを分けた。 

   弱みとしては、人口減少や空き家、高齢化、良い所としては、ごみごみしてい

ないことや自然が多いこと、都内よりは夏が涼しいことという意見が出た。 

   ゆれ動いているところは、町の良い所として挙げられる自然が、徐々に失われ

ていることや、移住者は増えているが人口が減っていることにゆれ動いていると

いう意見が出た。 
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３-４．講師による講評 

  大きな自治体と違い、コンパクトな町ならではの世代の繋がりの深さを感じ、

話の盛り上がりがとてもスムーズだったと感じる。 

  町の概況では、廃棄物分野における可燃ごみの水分量がとても気になった。コ

ンポストの普及は１つ大きな対策になり得ると感じる。 

  自然が多い二宮町が好きという意見が聞こえた一方で、自然が失われつつある

という意見も出ており、いかに自然を残しながら、より良い町にしていくのか

等、今後の議論がどのように発展していくのか興味深い。 

  講評とは異なる話しとなるが、講演の中で大転換ということについて少し話し

をしたが、大転換と聞いてもイメージがしづらいと思うので、常識が変わった身

近な例を挙げるとタバコが当てはまる。昔はどこでも吸うことができたタバコ

が、受動喫煙による健康被害が医学的に認められ、健康増進法によってタバコに

規制がかかるようになり、常識が変わっている。結果的にこの大転換によってタ

バコをやめた方は健康になっており、良い大転換だと感じる。 

  また、来年から改正建築物省エネ法によって、新たに建てる建物は断熱基準等

の省エネの義務化がなされる。今まで普及していなかった理由として、施工費の

高さがあるが、光熱費がかからなくなることや資産価値が下がりにくいこと等、

後から良さを実感でき、これも常識が変わる大転換の例と言える。他にもこのよ

うに常識を変えることで、より良くできることがあるのではないかと考えてい

る。 

  皆様の生活実感や二宮町の知識、二宮町への愛着を気候変動と絡めて考え、議

論を進めて欲しい。 

 

３-５．次回開催に向けた連絡事項 

  次回は、７月６日の土曜日の開催となります。場所は、この部屋（生涯学習セ

ンターラディアンのミーティングルーム２）です。 

  尚、今回のアンケートについては、メールで送付させていただきますので、ご

回答にご協力のほどよろしくお願いいたします。 

  また、今回行った会議名称の投票の結果により、会議の正式名称は、にのみや

気候市民会議に決定いたしました。 

  そのため、今後メールや通知等での会議の名称はにのみや気候市民会議となり

ますので、ご承知おきください。 

  それでは、これをもちまして、にのみや気候市民会議の第１回を閉会とさせて

いただきます。 


